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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

・地元調整、位置・構造の詳細な決定等に不測の日数を要し繰り越しとなたが、早期完成を目指す。

・全市の雨水排水計画について、庁内関係部署との連携体制が整った。

改革改善

の考え方

①問題

点

・雨水認可区域内の既設雨水渠の現有能力・集水面積等の再検証及び計画の策定。

・飯田市全体の総合的な雨水排水計画の策定が必要である。

②改革

提案

飯田市全体の排水計画となるよう他部署と連携し経済的・効率的で総合的な排水計画の策定をおこなう。

総事業費①+② 0 28,500 1,788

人件費計（千円）② 0 1,788

47,500

正規職員所要時間 500

臨時職員所要時間

一般財源 28,500 0

その他

起債

県支出金

国庫支出金

事業費計（千円）① 0 28,500 0 47,500 24→25　繰越明許費　28,500千円

25年度予算額 特定財源内訳、補足

47,500

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

祝沢川バイパス管渠整備 水門(ゲート）制作 1基

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

・公共下水道雨水排水区域の浸水被害を軽減するため、ハード事業・ソフト事業・自助等を組み合わせた総合的な雨水排水計画を策定す

る。

・他部署との連携による効率的・経済的な雨水対策の検討。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

1 1

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

・雨水排水対策地区数。

1

28年度見込み

飯田市内居住者（人） 103947

意図（どういう状態

にするか）

・浸水被害（家屋の床下、床上浸水、道路の冠水）を軽減

する。

向上させたい上位施

策の成果指標

ムトス指標　市民が災害に備えている割合

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 飯田市民の生命・財産

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 41 災害対策の推進

基本計画上

の位置づけ

政策 4 暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり

課等名 下水道課 係等名 下水道整備係

事業種別 政策 開始 24 終了

事務事業名

会計 下水道

雨水排水対策事業【24新規】

41 事業№ 18 10平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 4 施策№


